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1.口内乾燥症(第 6報〉治療
奥田 稔，高橋柳子
口内乾燥症の治療には先ず疾患部位別に腺因性，
心因性，反射弓性l乙分類するととが大切で，腺因性
のものにはザリパパロチン，卵胞ホルモン，ビタミ
ン，心因性のもの Kは鎮静剤，イミダリン，プロカ
イン， ピロカルピン等を用lいたが前者ではザリパパ
ロチンが 82%有効，後者ではプロカイン緩徐静注
法が 62%の有効率を示し，口咽喉頭乾燥感，口内粘
調感，閉塞感等の改善，安静混合唾液の増加，唾液
の正常化等がみられた。 
2. 口蓋外傷症例
佐藤三代
当科において経験した竹笛及び物指しによって軟
口蓋に損傷を生じた 2症例を報告し，当科における 
5年間の症例と，本邦における報告例について若干
の考察を加え，口蓋外傷が男氏多い事，年令的には 
1--5才の幼児広多く 2才前後が最も多い事，原因
としては竹笛，竹棒等の竹製品によるものが多い事，
受傷部位としては軟口蓋が多く穿孔を有するものは
比較的少ない事を述べた。 
3.長大茎突舌骨慢帯化骨症例
中野清幸，水流英雄  
35才男会社員。約 1年前より継続する舌根部中央
の狭窄感を主訴とした患者で茎突舌骨靭帯の舌骨側
に著明な化骨があり下咽頭側壁に異常化骨に一致す
る突出部を認め之が咽喉頭異常感の原因と思われた
ので外部より摘出手術を行って(摘出標本右 2.8，左 
3.5cm，組織学的には Fettmarkのある骨組織〉主
訴の消失した症例を報告し併せてかかる異常化骨に
就て発生学的考察を加えた。約 1年半 340例中 9例 
lこ同靭帯の化骨像を見ている。 
4.呼吸困難をきたせるオツエナの 2例
芳賀士郎
鼻腔と戸門下腔にオツエナが共存し呼吸困難を主
訴とし， 1例は気管切開を余儀なくされたが共にプ
レドニゾロンが効を奏した 2症例を述べた。一般に
斯様な症例は鼻腔オツエナの二次的変化でしばしば
みられるものとして余り問題にされていないが，私
共の経験する範囲では極めて少なく，統計的考察に
併せて症例の症状，経過，局所々見よりみてオツエ
ナの病因が鼻と喉頭とに働いたものであり続発的な
ものとは思われないと推論した。 
5.外耳道に大出血を起した血管腫の 1例
網 幸一，宍戸五郎(宇都宮市)  
10才男子の右外耳道より大出血を来せし稀有な
る血管腫に遭遇し，外頚動脈結染下に摘出術を施行
し，何等の後遺症も残さずに摘出には成功したが，
その由来する血管は遂に発見し得なかった。組織学
的には嚢腫性，外耳道上壁から前壁を取りかこむ様
な形態をなしていた。 
6. Na24による内耳液の実験的研究
金子敏郎
モJレモット Ir.Na24静注後 24分から 48時聞に豆
り血液外リンパ液間の barriereを測定した。外リ
ンパ液は Smith の条件に従って円窓より採取し
た。単位体積中の放射能は外リンパ液で、約 5時間，
血液で 1--2時間で最高に達し次で減少した。両者
の放射比は約 5時間迄上昇以後略一定となった。猶
内リンパ液，脳脊髄液も採取したが鏡検はより可成
り多数の血球を発見したので今回は報告しなかっ
?こ。
